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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表示装置及びその駆動方法に関する。
【解決手段】各画素は、ゲート電極が第1ノードに接続
され、各入出力電極が第1電源電圧線及び第2ノードに接
続された第1トランジスタと、ゲート電極が走査線に接
続され、各入出力電極が第1ノード及び第3ノードに接続
された第2トランジスタと、一方の電極が第1ノードに接
続され、他方の電極が第1制御線に接続された第1キャパ
シタと、ゲート電極が第2制御線に接続され、各入出力
電極が第3ノード及び第2ノードに接続された第3トラン
ジスタと、一方の電極が第3ノードに接続され、他方の
電極がデータ線に接続された第2キャパシタと、アノー
ド電極が第2ノードに接続され、カソード電極が第2電源
電圧線に接続される有機発光ダイオードと、を含み、各
映像フレームは、有機発光ダイオードに対する少なくと
も2回の発光許容期間、及び発光許容期間同士の間の期
間である少なくとも1回の発光不許期間を含む。
【選択図】図８



(2) JP 2020-46653 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含み、
　それぞれの画素は、
　ゲート電極が第１ノードに接続され、一の入出力電極が第１電源電圧線に接続され、他
の入出力電極が第２ノードに接続された第１トランジスタと、
　ゲート電極が走査線に接続され、一の入出力電極が前記第１ノードに接続され、他の入
出力電極が第３ノードに接続された第２トランジスタと、
　一方の電極が前記第１ノードに接続され、他方の電極が第１制御線に接続された第１キ
ャパシタと、
　ゲート電極が第２制御線に接続され、一の入出力電極が前記第３ノードに接続され、他
の入出力電極が前記第２ノードに接続された第３トランジスタと、
　一方の電極が前記第３ノードに接続され、他方の電極がデータ線に接続された第２キャ
パシタと、
　アノード電極が前記第２ノードに接続され、カソード電極が第２電源電圧線に接続され
る有機発光ダイオードと、を含み、
　それぞれの映像フレームは、前記有機発光ダイオードについての、少なくとも２回の発
光許容期間と、これらの発光許容期間同士の間の期間である、少なくとも１回の発光不許
期間とを含むことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記発光許容期間において、前記第１電源電圧線に印加された第１電源電圧は、前記第
２電源電圧線に印加された第２電源電圧より大きいことを特徴とする請求項１に記載の表
示装置。
【請求項３】
　前記発光許容期間における前記第１電源電圧は、前記発光不許期間における前記第１電
源電圧より大きいことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記発光許容期間における前記第２電源電圧は、前記発光不許期間における前記第２電
源電圧より小さいことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光許容期間における前記第１制御線に印加された第１制御電圧は、前記発光不許
期間における前記第１制御電圧より小さいことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　第１初期化期間に前記第１制御線に印加された第１制御電圧は、前記発光許容期間にお
ける前記第１制御電圧より小さいことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１初期化期間の少なくとも一部において、前記第２制御線に印加された第２制御
電圧はターンオンレベルであり、前記走査線に印加された走査信号はターンオンレベルで
あることを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　補償期間において、前記第２制御電圧及び前記走査信号はそれぞれターンオンレベルで
あり、
　前記補償期間の前記第１電源電圧は前記第１初期化期間の前記第１電源電圧より大きい
ことを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　データ書き込み期間の少なくとも一部において、前記第２制御電圧はターンオフレベル
で、前記走査信号はターンオンレベルで、前記第１電源電圧は前記第２電源電圧より小さ
いかまたは同一であることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　第２初期化期間における前記第１制御電圧は前記発光許容期間における前記第１制御電
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圧より小さく、
　前記第２初期化期間における前記第１電源電圧は前記第２電源電圧より小さいかまたは
同一であり、
　それぞれの前記映像フレームは、前記第１初期化期間、前記補償期間、前記データ書き
込み期間、前記第２初期化期間、及び前記発光許容期間を、この順に含むことを特徴とす
る請求項９に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化技術が発達するにつれて、ユーザーと情報との連結媒体である表示装置の重要性
が浮かび上がっている。これに応じて液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示装置（Ｐｌａｓｍａ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などの表示装置の使用が増加している。
【０００３】
　有機発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を生成する有機発光ダイオードを
利用して映像を表示するもので、速い応答速度を有するとともに低い消費電力で駆動され
るというメリットがある。
【０００４】
　有機発光ダイオードを、目的とする階調で発光させるために、各画素は、対応する有機
発光ダイオードに供給される駆動電流の電流量を調節することができる。
【０００５】
　しかし、表示装置の解像度が高くなるにつれて、それぞれの有機発光ダイオードに供給
される駆動電流量が制限され、これにより、表示不良が発生しうる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許出願公開第10-2013-0112178号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開第10-2012-0028426号明細書
【特許文献３】韓国特許登録公報第10-1122894号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　解決しようとする技術的課題は、高解像度の表示装置でも駆動電流量を確保することが
できる表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態による表示装置は、複数の画素を含み、各画素には、(1) ゲート電
極が第１ノードに接続され、一の入出力電極が第１電源電圧線に接続され、他の入出力電
極が第２ノードに接続された第１トランジスタと、(2) ゲート電極が走査線に接続され、
一の入出力電極が上記第１ノードに接続され、他の入出力電極が第３ノードに接続された
第２トランジスタと、(3) 一方の電極が上記第１ノードに接続され、他方の電極が第１制
御線に接続された第１キャパシタと、(4) ゲート電極が第２制御線に接続され、一の入出
力電極が上記第３ノードに接続され、他の入出力電極が上記第２ノードに接続された第３
トランジスタと、(5) 一方の電極が上記第３ノードに接続され、他方の電極がデータ線に
接続された第２キャパシタと、(6) アノード電極が上記第２ノードに接続され、カソード
電極が第２電源電圧線に接続される有機発光ダイオードと、が含まれ、各映像フレームは
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、(i)上記有機発光ダイオードについての、少なくとも２回の発光許容期間と、(ii)これ
らの発光許容期間同士の間に挟まれた期間である、少なくとも１回の発光不許期間とを含
む。
【０００９】
　上記発光許容期間において、上記第１電源電圧線に印加された第１電源電圧は、上記第
２電源電圧線に印加された第２電源電圧より大きいのでありうる。
【００１０】
　上記発光許容期間における上記第１電源電圧は、上記発光不許期間における上記第１電
源電圧より大きいのでありうる。
【００１１】
　上記発光許容期間における上記第２電源電圧は、上記発光不許期間における上記第２電
源電圧より小さいのでありうる。
【００１２】
　上記発光許容期間における上記第１制御線に印加された第１制御電圧は、上記発光不許
期間における上記第１制御電圧より小さいのでありうる。
【００１３】
　第１初期化期間に上記第１制御線に印加された第１制御電圧は、上記発光許容期間にお
ける上記第１制御電圧より小さいのでありうる。
【００１４】
　上記第１初期化期間の少なくとも一部において、上記第２制御線に印加された第２制御
電圧はターンオンレベルであり、上記走査線に印加された走査信号はターンオンレベルで
ありうる。
【００１５】
　補償期間において、上記第２制御電圧及び上記走査信号は、いずれもターンオンレベル
であり、上記補償期間の上記第１電源電圧は、上記第１初期化期間の上記第１電源電圧よ
り大きいのでありうる。
【００１６】
　データ書き込み期間の少なくとも一部において、上記第２制御電圧はターンオフレベル
で、上記走査信号はターンオンレベルで、上記第１電源電圧は上記第２電源電圧より小さ
いかまたは同一でありうる。
【００１７】
　第２初期化期間における上記第１制御電圧は上記発光許容期間における上記第１制御電
圧より小さく、上記第２初期化期間における上記第１電源電圧は、上記第２電源電圧より
小さいかまたは同一でありうる。
【００１８】
　それぞれの上記映像フレームは、上記第１初期化期間、上記補償期間、上記データ書き
込み期間、上記第２初期化期間、及び上記発光許容期間を、この順に含むのでありうる。
【００１９】
　本発明の一実施形態による表示装置の駆動方法は、各画素の回路に含まれる駆動電流の
経路が、第１電源電圧線、第１トランジスタの一の入出力電極及び他の入出力電極、有機
発光ダイオードのアノード電極及びカソード電極、及び第２電源電圧線を含むものである
表示装置の駆動方法において、(1) 上記第１トランジスタのゲート電極に接続された第１
キャパシタの一方の電極に、データ電圧を書き込む段階であって、上記第１電源電圧線に
印加された第１電源電圧が、上記第２電源電圧線に印加された第２電源電圧より小さいか
または同一である、データ電圧書き込み段階と、(2) 上記有機発光ダイオードの発光を許
可するように、上記第１電源電圧が上記第２電源電圧より大きい、第１発光許可段階と、
(3) 上記有機発光ダイオードの発光を許可しないように、上記第１電源電圧が上記第２電
源電圧より小さいかまたは同一である、発光不許段階と、(4) 上記有機発光ダイオードの
発光を再び許可するように、上記第１電源電圧が上記第２電源電圧より大きい、第２発光
許可段階と、を含み、各映像フレームにおいて、上記データ電圧書き込み段階、上記第１
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発光許可段階、上記発光不許段階、及び上記第２発光許可段階が、この順に行われうる。
【００２０】
　上記第１発光許可段階及び上記第２発光許可段階での上記第１電源電圧は、上記発光不
許段階での上記第１電源電圧より大きいのでありうる。
【００２１】
　上記第１発光許可段階及び上記第２発光許可段階での上記第２電源電圧は、上記発光不
許段階での上記第２電源電圧より小さいのでありうる。
【００２２】
　上記表示装置の駆動方法は、上記第１キャパシタの他方の電極に接続された第１制御線
に、第１制御電圧が印加される第１初期化段階をさらに含み、上記第１初期化段階での上
記第１制御電圧は、上記第１発光許可段階及び上記第２発光許可段階での上記第１制御電
圧より小さいのでありうる。
【００２３】
　上記表示装置の駆動方法は、上記第１トランジスタがダイオード接続される補償段階を
さらに含み、上記補償段階での上記第１電源電圧は、上記第１初期化段階での上記第１電
源電圧より大きいのでありうる。
【００２４】
　上記表示装置の駆動方法は、上記第１制御電圧が、上記第１発光許可段階及び上記第２
発光許可段階での上記第１制御電圧より小さい第２初期化段階をさらに含み、上記第２初
期化段階での上記第１電源電圧は、上記第２電源電圧より小さいかまたは同一でありうる
。
【００２５】
　それぞれの上記映像フレームにおいて、上記第１初期化段階、上記補償段階、上記デー
タ電圧書き込み段階、上記第２初期化段階、上記第１発光許可段階、上記発光不許段階、
及び上記第２発光許可段階が順に行われうる。
【００２６】
　本発明の一実施形態による表示装置の駆動方法は、各画素の回路に含まれる駆動電流の
経路が第１電源電圧線、第１トランジスタの一の入出力電極及び他の入出力電極、有機発
光ダイオードのアノード電極及びカソード電極、及び第２電源電圧線を含むものである表
示装置の駆動方法において、(1) 上記第１トランジスタのゲート電極に接続された第１キ
ャパシタの一方の電極にデータ電圧を書き込む段階であって、上記第１電源電圧線に印加
された第１電源電圧が、上記第２電源電圧線に印加された第２電源電圧より小さいかまた
は同一である、データ電圧書き込み段階と、(2) 上記有機発光ダイオードの発光を許可す
るように、上記第１キャパシタの他方の電極に接続された第１制御線に第１制御電圧が印
加され、上記第１電源電圧が上記第２電源電圧より大きい、第１発光許可段階と、(3) 上
記有機発光ダイオードの発光を許可しないように、上記第１制御電圧として、上記第１発
光許可段階での電圧より大きい電圧が印加される、発光不許段階と、(4) 上記有機発光ダ
イオードの発光を再び許可するように、上記第１制御電圧として、上記発光不許段階での
電圧より小さい電圧が印加され、上記第１電源電圧が上記第２電源電圧より大きい、第２
発光許可段階と、を含み、各映像フレームにおいて、上記データ電圧書き込み段階、上記
第１発光許可段階、上記発光不許段階、及び上記第２発光許可段階が、この順に行われう
る。
【００２７】
　上記表示装置の駆動方法は、上記第１制御電圧として、上記第１発光許可段階及び上記
第２発光許可段階での電圧より小さい上電圧を上記第１制御線に印加する第１初期化段階
をさらに含むのでありうる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明による表示装置及びその駆動方法は、高解像度の表示装置でも駆動電流量を確保
することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施例による表示装置を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による画素を説明するための回路図である。
【図３】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するためのタイ
ミング図である。
【図４】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するための回路
図である。第１初期化期間での導通状態を示す一点鎖線を、図２の回路図に記入したもの
である。
【図５】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するための回路
図である。補償期間での導通状態を示す一点鎖線を、図２の回路図に記入したものである
。
【図６】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するための回路
図である。データ書き込み期間での導通状態を示す一点鎖線を、図２の回路図に記入した
ものである。
【図７】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するための回路
図である。第２初期化期間での導通状態を示す一点鎖線を、図２の回路図に記入したもの
である。
【図８】本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するための回路
図である。発光期間での導通状態を示す一点鎖線を、図２の回路図に記入したものである
。
【図９】本発明の一参考例による表示装置の駆動方法を説明するためのタイミング図であ
る。図３中に示されたデータ書き込み期間より後の状態を示す。
【図１０】本発明の第１実施例による表示装置の駆動方法を説明するための、図９と同様
のタイミング図である。
【図１１】本発明の第２実施例による表示装置の駆動方法を説明するための、図９と同様
のタイミング図である。
【図１２】本発明の第３実施例による表示装置の駆動方法を説明するための、図９と同様
のタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、添付した図面を参考して、本発明の様々な実施例について本発明が属する技術分
野で通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は、様々な
異なる形態で具現されてもよく、ここで説明する実施例に限定されない。
【００３１】
　本発明を明確に説明するために説明と関係のない部分は省略し、明細書の全体にわたっ
て同一または類似する構成要素に対しては同じ参照符号を付する。従って、上述した参照
符号は他の図面でも使用することができる。
【００３２】
　また、図面に示された各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために任意に示したも
のであるため、本発明は必ずしも図示されたものに限定されない。図面において、複数の
層及び領域を明確に表現するために厚さを誇張して示すことができる。
【００３３】
　図１は、本発明の一実施例による表示装置を説明するためのブロック図である。
【００３４】
　図１を参照すると、本発明の一実施例による表示装置１０は、タイミング制御部１１、
データ駆動部１２、走査駆動部１３、画素部１４、及び共通電圧生成部１５を含んでもよ
い。
【００３５】
　タイミング制御部１１は、受信した制御信号に基づいて走査駆動部１３の仕様（ｓｐｅ
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ｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）に適するようにクロック信号、走査開始信号などを生成して走査
駆動部１３に提供することができる。また、タイミング制御部１１は、受信した階調値及
び制御信号に基づいてデータ駆動部１２の仕様に適するよう変形または保持された階調値
及び制御信号をデータ駆動部１２に提供することができる。
【００３６】
　データ駆動部１２は、タイミング制御部１１から受信した階調値及び制御信号を利用し
てデータ線ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ３、．．．、ＤＬｎに提供するデータ電圧を生成するこ
とができる。このとき、ｎは自然数であってもよい。例えば、画素行単位で生成されたデ
ータ電圧はデータ線ＤＬ１～ＤＬｎに同時に印加されてもよい。
【００３７】
　走査駆動部１３は、タイミング制御部１１からクロック信号、走査開始信号などの制御
信号を受信して走査線ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、．．．、ＳＬｍに提供する走査信号を生
成することができる。このとき、ｍは自然数であってもよい。走査駆動部１３は、走査線
ＳＬ１～ＳＬｍを介して走査信号を提供することで、データ電圧が書き込まれる画素を選
択することができる。例えば、走査駆動部１３は、走査線ＳＬ１～ＳＬｍに順にターンオ
ンレベルの走査信号を提供することで、データ電圧が書き込まれる画素行を選択すること
ができる。走査駆動部１３は、シフトレジスタ（ｓｈｉｆｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒ）の形態
で構成されてもよく、クロック信号の制御に応じて走査開始信号を次のステージ回路に順
に伝達する方法で走査信号を生成することができる。また、走査駆動部１３のステージ回
路は、グローバル制御信号（ｇｌｏｂａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｉｇｎａｌ）に応じて同
時にターンオンレベルの走査信号を対応する走査線に提供することもできる。
【００３８】
　画素部１４は画素を含む。それぞれの画素ＰＸｉｊは、対応するデータ線及び走査線と
接続されてもよい。例えば、データ駆動部１２から１つの画素行に対するデータ電圧がデ
ータ線ＤＬ１～ＤＬｎに印加されると、走査駆動部１３からターンオンレベルの走査信号
の提供を受けた走査線に位置する画素行にデータ電圧が書き込まれうる。
【００３９】
　共通電圧生成部１５は、画素部１４の画素に共通して印加される共通電圧を生成する。
共通電圧は、第１電源電圧、第２電源電圧、第１制御電圧、及び第２制御電圧を含んでも
よい。第１電源電圧は第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬに印加され、第２電源電圧は第２電源
電圧線ＥＬＶＳＳＬに印加され、第１制御電圧は第１制御線ＣＡＬに印加され、第２制御
電圧は第２制御線ＣＢＬに印加されうる。
【００４０】
　共通電圧生成部１５は多様な形態で実現されてもよい。例えば、共通電圧生成部１５は
、データ駆動部１２と一部または全部が統合されて実現されてもよい。例えば、第１電源
電圧及び第２電源電圧はＤＣ－ＤＣコンバータの形態である共通電圧生成部１５で生成さ
れ、第１制御電圧及び第２制御電圧はデータ駆動部１２で生成されてもよい。
【００４１】
　他の例としては、共通電圧生成部１５は、タイミング制御部１１と一部または全部が統
合されて実現されてもよい。例えば、第１電源電圧及び第２電源電圧はＤＣ－ＤＣコンバ
ータの形態である共通電圧生成部１５で生成され、第１制御電圧及び第２制御電圧はタイ
ミング制御部１１で生成されてもよい。
【００４２】
　さらに他の例としては、共通電圧生成部１５は、タイミング制御部１１及びデータ駆動
部１２と一部または全部が統合されて実現されてもよい。例えば、第１電源電圧及び第２
電源電圧はＤＣ－ＤＣコンバータの形態である共通電圧生成部１５で生成され、比較的負
荷の大きい第１制御電圧はデータ駆動部１２で生成され、比較的負荷の小さい第２制御電
圧はタイミング制御部１１で生成されてもよい。
【００４３】
　図２は、本発明の一実施例による画素を説明するための回路図である。
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【００４４】
　図２を参照すると、本発明の一実施例による画素ＰＸｉｊは、第１～第３トランジスタ
Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３と、第１及び第２キャパシタＣｓｔ、Ｃｐｒと、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、を含んでもよい。
【００４５】
　画素ＰＸｉｊは、ｉ番目の走査線ＳＬｉ及びｊ番目のデータ線ＤＬｊに接続された画素
であると仮定する。ｉ及びｊは、それぞれ自然数であってもよい。
【００４６】
　本実施例において、トランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ３は、Ｐ型トランジスタとして図示さ
れている。従って、以下では、説明の便宜上、トランジスタのゲート電極に印加される電
圧がローレベル（ｌｏｗ　ｌｅｖｅｌ）である場合、ターンオンレベル（ｔｕｒｎ－ｏｎ
　ｌｅｖｅｌ）といい、ハイレベル（ｈｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ）である場合は、ターンオフ
レベル（ｔｕｒｎ－ｏｆｆ　ｌｅｖｅｌ）という。
【００４７】
　当業者であれば、トランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ３のうち少なくとも一部をＮ型トランジ
スタに変更して本実施例を実現することができるであろう。Ｐ型トランジスタは、ゲート
ソース電圧がしきい値電圧（負）未満であるとき、ターンオンされるトランジスタであり
うる。Ｎ型トランジスタは、ゲートソース電圧がしきい値電圧（正）を超えたとき、ター
ンオンされるトランジスタでありうる。
【００４８】
　第１トランジスタＴ１は、ゲート電極が第１ノードＮ１に接続され、一の入出力電極が
第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬに接続され、他の入出力電極が第２ノードＮ２に接続されて
もよい。第１トランジスタＴ１は駆動トランジスタと名付けられてもよい。
【００４９】
　第２トランジスタＴ２は、ゲート電極が走査線ＳＬｉに接続され、一の入出力電極が第
１ノードＮ１に接続され、他の入出力電極が第３ノードＮ３に接続されてもよい。第２ト
ランジスタＴ２は、スイッチングトランジスタ、スキャントランジスタなどと名付けられ
てもよい。
【００５０】
　第３トランジスタＴ３は、ゲート電極が第２制御線ＣＢＬに接続され、一電極が第３ノ
ードＮ３に接続され、他の電極が第２ノードＮ２に接続されてもよい。第３トランジスタ
Ｔ３は、初期化トランジスタと名付けられてもよい。
【００５１】
　第１キャパシタＣｓｔは、一方の電極が第１ノードＮ１に接続され、他方の電極が第１
制御線ＣＡＬに接続されてもよい。第１キャパシタＣｓｔは、ストレージキャパシタ（ｓ
ｔｏｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）と名付けられてもよい。
【００５２】
　第２キャパシタＣｐｒは、一方の電極が第３ノードＮ３に接続され、他方の電極がデー
タ線ＤＬｊに接続されてもよい。
【００５３】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、アノード電極が第２ノードＮ２に接続され、カソード
電極が第２電源電圧線ＥＬＶＳＳＬに接続されてもよい。有機発光ダイオードＯＬＥＤは
、アノード電極とカソード電極との間の電圧差が一定レベル以上にならなければ発光しな
い。ところが、アノード電極とカソード電極が一種のキャパシタのように作用するため、
アノード電極の電圧はすぐには変わらない。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光
時点を、より具体的に説明するために、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣ
ｏｌを示した。
【００５４】
　第１電源電圧ＥＬＶＤＤは第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬに印加され、第２電源電圧ＥＬ
ＶＳＳは第２電源電圧線ＥＬＶＳＳＬに印加され、第１制御電圧ＣＡは第１制御電圧線Ｃ
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ＡＬに印加され、第２制御電圧ＣＢは第２制御電圧線ＣＢＬに印加され、走査信号Ｓｉは
走査線ＳＬｉに印加され、データ電圧Ｄｊはデータ線ＤＬｊに印加されてもよい。
【００５５】
　駆動電流の経路は、後述の図８に示すように、第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬと、第１ト
ランジスタＴ１の一の入出力電極及び他の入出力電極と、有機発光ダイオードＯＬＥＤの
アノード電極及びカソード電極と、第２電源電圧線ＥＬＶＳＳＬと、を含んでもよい。駆
動電流の経路に一定レベル以上の駆動電流が流れることにより、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのキャパシタンスＣｏｌが充電され、有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することが
できる。
【００５６】
　しかし、上述したように、高解像度の表示装置１０では、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
に供給される駆動電流量が制限されるため、表示不良が発生することがある。特に、駆動
電流が非常に小さい低階調表示において、このような表示不良が、より頻繁に発生しうる
。従って、駆動電流量を増加させることができる駆動方法が求められる。
【００５７】
　図３～８は、本発明の実施例の表示装置の駆動方法のうち共通する部分を説明するため
の図である。
【００５８】
　時点ｔ１において、一つ前の映像フレーム（ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ｉｍａｇｅ　ｆｒａｍ
ｅ）が終了し、第２電源電圧ＥＬＶＳＳが、ローレベルＥＬＶＳＳｌからハイレベルＥＬ
ＶＳＳｈに上昇する。この際、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、ハイレベルＥＬＶＤＤｈを保
持することができる。例えば、第１電源電圧ＥＬＶＤＤのハイレベルＥＬＶＤＤｈと、第
２電源電圧ＥＬＶＳＳのハイレベルＥＬＶＳＳｈとは、互いに同一であってもよい。従っ
て、有機発光ダイオードＯＬＥＤにおけるアノード電極とカソード電極との間の電圧差が
十分でなくなり、一つ前の映像フレームの階調による有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光
が終了する。
【００５９】
　時点ｔ２において、第１電源電圧ＥＬＶＤＤがハイレベルＥＬＶＤＤｈからローレベル
ＥＬＶＤＤｌに下降する。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤにおけるアノード電極と
カソード電極との間には逆転された電圧が印加されて、有機発光ダイオードＯＬＥＤの予
期せぬ発光が防止される。また、第２制御電圧ＣＢがターンオフレベルＣＢｈからターン
オンレベルＣＢｌに変更されうる。
【００６０】
　時点ｔ３において、第１制御電圧ＣＡがハイレベルＣＡｈからローレベルＣＡｌに変更
されてもよい。図４を参照すると、第１制御電圧ＣＡが下降するに伴い、第１キャパシタ
Ｃｓｔによって第１制御線ＣＡＬと容量結合（容量性カップリング； capacitive coupli
ng）された第１ノードＮ１の電圧も降下する。従って、第１トランジスタＴ１はターンオ
ンされる。従って、期間ｔ３～ｔ４において、第１及び第３トランジスタＴ１、Ｔ３はタ
ーンオン状態であり、第２及び第３ノードＮ２、Ｎ３が第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬと接
続される。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣｏｌと第２キャパシ
タＣｐｒが、ローレベルＥＬＶＤＤｌの第１電源電圧ＥＬＶＤＤに初期化されうる。
【００６１】
　期間ｔ３～ｔ５を第１初期化期間とすることができる。第１初期化期間は、駆動方法の
第１初期化段階に対応しうる。第１初期化期間において、第１制御線ＣＡＬに印加された
第１制御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｌは、発光許容期間における第１制御電圧ＣＡの電圧
レベルＣＡｈより小さくてもよい。発光許容期間については、図９～１２を参照して後述
する。
【００６２】
　時点ｔ４において、互いに隣り合う複数の走査線に、特には全ての走査線に、ターンオ
ンレベルＶＧＬの走査信号．．．、Ｓ（ｉ－１）、Ｓｉ、Ｓ（ｉ＋１）、．．．が、同時
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に印加されうる。従って、第１～第３ノードＮ１、Ｎ２、Ｎ３が互いに接続されるため、
第１キャパシタＣｓｔがさらに初期化されうる。また、この際、第１トランジスタＴ１は
、第２及び第３トランジスタＴ２、Ｔ３によってダイオード接続されうる。即ち、第１初
期化期間の少なくとも一部ｔ４～ｔ５において、第２制御線ＣＢＬに印加された第２制御
電圧ＣＢはターンオンレベルＣＢｌであり、走査線ＳＬｉに印加された走査信号Ｓｉはタ
ーンオンレベルＶＧＬであってもよい。
【００６３】
　時点ｔ５において、第１制御電圧ＣＡがローレベルＣＡｌからハイレベルＣＡｈに変更
される。このように変更されると、第１ノードＮ１の電圧が一部上昇しうるが、第１ノー
ドＮ１は第３ノードＮ３及び第２ノードＮ２を介して他の容量性素子Ｃｏｌ、Ｃｐｒとも
接続されるため、第１ノードＮ１の電圧上昇量はローレベルＣＡｌとハイレベルＣＡｈの
差よりは小さいのでありうる。
【００６４】
　時点ｔ６において、第１電源電圧ＥＬＶＤＤがローレベルＥＬＶＤＤｌからハイレベル
ＥＬＶＤＤｈに上昇する。図５を参照すると、第１トランジスタＴ１は、ダイオード接続
された状態であるため、ハイレベルＥＬＶＤＤｈの第１電源電圧ＥＬＶＤＤに、第１トラ
ンジスタＴ１のしきい値電圧Ｖｔｈを足した電圧ＶＮ１が、第１ノードＮ１に印加されう
る。ここで、しきい値電圧Ｖｔｈは負の値であるため、第１ノード電圧ＶＮ１は、ハイレ
ベルＥＬＶＤＤｈの第１電源電圧ＥＬＶＤＤより低いのでありうる。従って、期間ｔ６～
ｔ７の間、第１キャパシタＣｓｔには、第１ノード電圧ＶＮ１と、ハイレベルＣＡｈの第
１制御電圧ＣＡとの差に該当する電圧が書き込まれうる。
【００６５】
　期間ｔ６～ｔ７を補償期間とすることができる。補償期間は、上記一実施形態の駆動方
法における補償段階に対応するのでありうる。補償期間において、第２制御電圧ＣＢ及び
走査信号ＳｉはそれぞれターンオンレベルＣＢｌ、ＶＧＬであってもよい。補償期間の第
１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｈは、第１初期化期間の第１電源電圧ＥＬ
ＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｌより大きいのでありうる。
【００６６】
　時点ｔ７において、第１電源電圧ＥＬＶＤＤはハイレベルＥＬＶＤＤｈからローレベル
ＥＬＶＤＤｌに下降し、第２制御電圧ＣＢはターンオンレベルＣＢｌからターンオフレベ
ルＣＢｈに変更され、走査信号．．．、Ｓ（ｉ－１）、Ｓｉ、Ｓ（ｉ＋１）、．．．はタ
ーンオンレベルＶＧＬからターンオフレベルＶＧＨに変更されうる。従って、第２及び第
３トランジスタＴ２、Ｔ３がターンオフされて、第１トランジスタＴ１のダイオード接続
が解除されうる。
【００６７】
　期間ｔ７～ｔ１０の間、一連の（consecutive）走査線ＳＬ１～ＳＬｍに、順にターン
オンレベルＶＧＬの走査信号．．．、Ｓ（ｉ－１）、Ｓｉ、Ｓ（ｉ＋１）、．．．が印加
されうる。また、データ線ＤＬｊには、走査信号．．．、Ｓ（ｉ－１）、Ｓｉ、Ｓ（ｉ＋
１）、．．．に同期したデータ電圧．．．、Ｄ（ｉ－１）ｊ、Ｄｉｊ、Ｄ（ｉ＋１）ｊ、
．．．が順に印加されうる。期間ｔ７～ｔ１０をデータ書き込み期間とすることができる
。データ書き込み期間は、上記一実施形態の駆動方法におけるデータ電圧書き込み段階に
対応するのでありうる。
【００６８】
　例えば、期間ｔ８～ｔ９の間、図１の注目画素ＰＸｉｊ（ｉ番目の行で、ｊ番目の列に
ある画素）への書き込みのために、ｉ番目の走査線ＳＬｉにターンオンレベルＶＧＬの走
査信号Ｓｉが印加され、ｊ番目のデータ線ＤＬｊに、注目画素ＰＸｉｊのためのデータ電
圧Ｄｉｊが印加されるのでありうる。データ書き込み期間のうちの少なくとも一部ｔ８～
ｔ９において、第２制御電圧ＣＢはターンオフレベルＣＢｈで、走査信号Ｓｉはターンオ
ンレベルＶＧＬであり、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｌは、第２電源
電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｈより小さいかまたは同一であってもよい。
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【００６９】
　図６を参照すると、第１ノードＮ１は、ターンオンされた第２トランジスタＴ２を介し
て第３ノードＮ３と接続され、第３ノードＮ３は、第２キャパシタＣｐｒを介してデータ
線ＤＬｊと容量結合される。第１制御線ＣＡＬ、第１キャパシタＣｓｔ、第２トランジス
タＴ２、第２キャパシタＣｐｒ、及びデータ線ＤＬｊの経路を基準として、すなわち、こ
の経路に着目して、図５の期間ｔ６～ｔ７での状態と比較するならば、図６の期間ｔ８～
ｔ９においては、データ線ＤＬｊでの電圧が、基準電圧Ｖｓｕｓからデータ電圧Ｄｉｊに
変更されている。ここでの基準電圧Ｖｓｕｓは、例えば、グランド電位と実質上同一であ
りうる。
【００７０】
　従って、第１ノード電圧ＶＮ１は、図５の期間ｔ６～ｔ７での状態と比較するならば、
第１キャパシタＣｓｔと第２キャパシタＣｐｒとの間の容量比ａに基づいた、データ電圧
Ｄｉｊと基準電圧Ｖｓｕｓとの間の差電圧ＤＤをも反映することができる（下の数式１～
３を参照）。
【００７１】
【数１】

【００７２】
【数２】

【００７３】
【数３】

【００７４】
　ここで、ＣｓｔＦは第１キャパシタＣｓｔの容量で、ＣｐｒＦは第２キャパシタＣｐｒ
の容量である。
【００７５】
　時点ｔ１０において、第１制御電圧ＣＡはハイレベルＣＡｈからローレベルＣＡｌに変
更されうる。図７を参照すると、第１制御線ＣＡＬに、第１キャパシタＣｓｔを介して容
量結合された第１ノードＮ１の電圧が降下することで、第１トランジスタＴ１がターンオ
ンされうる。この際、第１電源電圧ＥＬＶＤＤはローレベルＥＬＶＤＤｌで、第２電源電
圧ＥＬＶＳＳはハイレベルＥＬＶＳＳｈであってもよい。従って、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤは発光せずに、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣｏｌが初期化され
うる。
【００７６】
　期間ｔ１０～ｔ１１を第２初期化期間とすることができる。第２初期化期間は、上記一
実施形態の駆動方法における第２初期化段階に対応するのでありうる。第２初期化期間に
おける第１制御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｌは、発光許容期間における第１制御電圧ＣＡ
の電圧レベルＣＡｈより小さくてもよい。また、第２初期化期間において、第１電源電圧
ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｌは第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳ
ｈより小さいかまたは同一であってもよい。
【００７７】
　時点ｔ１１において、第１制御電圧ＣＡがローレベルＣＡｌからハイレベルＣＡｈに変
更され、第２初期化期間が終了しうる。
【００７８】
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　時点ｔ１２において、第１電源電圧ＥＬＶＤＤがローレベルＥＬＶＤＤｌからハイレベ
ルＥＬＶＤＤｈに変更され、第２電源電圧ＥＬＶＳＳがハイレベルＥＬＶＳＳｈからロー
レベルＥＬＶＳＳｌに変更されてもよい。従って、図８を参照すると、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤには正方向の電圧が印加されうるため、駆動電流の経路が活性化される。この
際、第１キャパシタＣｓｔに保存された電圧に基づいて、第１トランジスタＴ１を介して
流れる駆動電流量が決定されうる。駆動電流量に比例して、すなわち、駆動電流量に比例
する光量にて、有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することができる。
【００７９】
　図９は、本発明の一参考例による表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【００８０】
　図９を参照すると、映像フレーム期間において、時点ｔ１２以後、第１制御電圧ＣＡ、
第１電源電圧ＥＬＶＤＤ、及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルが保持される。
【００８１】
　従って、図９の駆動方法によると、各映像フレームは、時点ｔ１２以降、発光不許期間
を含まず、１つの発光許容期間だけを含む。
【００８２】
　後述する実施例では、駆動電流量を説明するに当たり、図９の参考例の駆動電流量を基
準とする。すなわち、図１０～１２を用いて説明する後述の実施例では、図９の参考例に
おけるレベルを基準として、駆動電流量のレベルを増大させることについて述べる。各映
像フレーム中にて、ある画素ＰＸｉｊが、所定の階調値に対応するデータ電圧Ｄｉｊｂに
応じた積算発光量を実現するためには、駆動電流の積算量が所定の値となるようにすべき
である。したがって、図１０～１２の各実施例では、発光期間中に、発光不許期間を挿入
する分だけ、発光許容期間における駆動電流のレベルを、図９の参考例の場合に比べて増
大させることとなる。
【００８３】
　図１０は、本発明の第１実施例による表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【００８４】
　図１０を参照すると、本発明の第１実施例による表示装置１０のそれぞれの映像フレー
ムは、有機発光ダイオードＯＬＥＤに対する少なくとも２回の発光許容期間ｔ１２～ｔ１
３ａ、ｔ１４ａ～ｔ１５ａと、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａ、ｔ１４ａ～ｔ１５ａの間
の期間である少なくとも１回の発光不許期間ｔ１３ａ～ｔ１４ａと、を含んでもよい。
【００８５】
　発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａは、駆動方法の第１発光許可段階に対応することができ
る。また、発光許容期間ｔ１４ａ～ｔ１５ａは、駆動方法の第２発光許可段階に対応する
ことができる。発光不許期間ｔ１３ａ～ｔ１４ａは、駆動方法の発光不許段階に対応する
ことができる。以下の実施例では、重複する説明は省略する。
【００８６】
　図１０の実施例では、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａ、ｔ１４ａ～ｔ１５ａにおける第
１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｈは、発光不許期間ｔ１３ａ～ｔ１４ａに
おける第１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｌより大きくてもよい。
【００８７】
　発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａ、ｔ１４ａ～ｔ１５ａにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤ
Ｄの電圧レベルＥＬＶＤＤｈは、第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｌより
大きいのでありうる。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤには正方向の電圧が印加され
うるのであり、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１キャパシタＣｓｔに保存された電圧
量に応じた量の駆動電流量に応じて発光することができる。
【００８８】
　発光不許期間ｔ１３ａ～ｔ１４ａにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬ
ＶＤＤｌは、第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｌと同一であるか、または
これより小さくてもよい。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤには逆方向の電圧が印加
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されうるのであり、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１キャパシタＣｓｔに保存された
電圧量に関わらず発光しない。
【００８９】
　図１０の実施例によると、図９の実施例とは異なり、それぞれの映像フレームは発光不
許期間ｔ１３ａ～ｔ１４ａを含むため、図９の実施例に比べて有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄが発光する期間が、より短くなる。しかし、図９の実施例と図１０の実施例とにおいて
、ユーザーに視認される、映像フレームにおける階調は、等しく保持されなければならな
い。従って、同じ階調に対して、図１０の実施例では、期間ｔ８～ｔ９の間にデータ線Ｄ
Ｌｊに印加されるデータ電圧Ｄｉｊの大きさを、図９の実施例に比べて、より小さくする
ことで、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａ、ｔ１４ａ～ｔ１５ａにおける駆動電流量を増加
させることができる。
【００９０】
　即ち、同じ階調に対して、図１０の実施例の発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ａ、ｔ１４ａ
～ｔ１５ａにおける平均駆動電流量は、図９の実施例の発光許容期間ｔ１２～における平
均駆動電流量より大きいのでありうる。
【００９１】
　従って、図１０の駆動方法において、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣ
ｏｌは、図９の駆動方法に比べてより速く充電できるため、発光遅延などの表示不良の発
生率が減少しうる。
【００９２】
　図１１は、本発明の第２実施例による表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【００９３】
　図１１を参照すると、本発明の第２実施例による表示装置１０における各映像フレーム
は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに対する少なくとも２回の発光許容期間ｔ１２～ｔ１３
ｂ、ｔ１４ｂ～ｔ１５ｂと、これら発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｂ、ｔ１４ｂ～ｔ１５ｂ
の間の期間である、少なくとも１回の発光不許期間ｔ１３ｂ～ｔ１４ｂと、を含んでもよ
い。
【００９４】
　図１１の実施例では、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｂ、ｔ１４ｂ～ｔ１５ｂにおける第
２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｌは、発光不許期間ｔ１３ｂ～ｔ１４ｂに
おける第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｈより小さくてもよい。
【００９５】
　発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｂ、ｔ１４ｂ～ｔ１５ｂにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤ
Ｄの電圧レベルＥＬＶＤＤｈは第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｌより大
きくてもよい。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤには正方向の電圧が印加されうるの
であり、有機発光ダイオードＯＬＥＤは第１キャパシタＣｓｔに保存された電圧量に応じ
た量の駆動電流量に応じて発光することができる。
【００９６】
　発光不許期間ｔ１３ｂ～ｔ１４ｂにおいて、第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬ
ＶＳＳｈは、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｈと同一であるか、または
、より大きくてもよい。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤには逆方向の電圧が印加さ
れうるのであり、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１キャパシタＣｓｔに保存された電
圧量に関わらず発光しない。
【００９７】
　図１１の実施例によると、図９の実施例とは異なり、それぞれの映像フレームは発光不
許期間ｔ１３ｂ～ｔ１４ｂを含むため、図９の実施例に比べて有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄが発光する期間がさらに短くなる。
【００９８】
　従って、図１０の実施例において既に説明したように、図１１の駆動方法によると、同
じ階調に対して、より大きい駆動電流量が流れるようにすることができる。従って、図１
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１の駆動方法において、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣｏｌは、図９の
駆動方法に比べて、より速く充電できるため、発光遅延などの表示不良の発生率が減少し
うる。
【００９９】
　図１２は、本発明の第３実施例による表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【０１００】
　図１２を参照すると、本発明の第３実施例による表示装置１０における各映像フレーム
は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに対する少なくとも２回の発光許容期間ｔ１２～ｔ１３
ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃと、これら発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃ
の間の期間である少なくとも１回の発光不許期間ｔ１３ｃ～ｔ１４ｃと、を含んでもよい
。
【０１０１】
　図１２の発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃ及び発光不許期間ｔ１３
ｃ～ｔ１４ｃにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの電圧レベルＥＬＶＤＤｈは、第２電源
電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルＥＬＶＳＳｌより大きいのでありうる。従って、第１トラン
ジスタＴ１がターンオンされる場合、有機発光ダイオードＯＬＥＤには正方向の電圧が印
加されうる。
【０１０２】
　図１２の実施例では、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃにおける第
１制御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｈは、発光不許期間ｔ１３ｃ～ｔ１４ｃにおける第１制
御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｖｈより小さいのでありうる。
【０１０３】
　発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃにおいて、上記のような第１制御
電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｈによるならば、第１ノードＮ１の電圧が上述した数式３の電
圧を保持するため、第１トランジスタＴ１はターンオンされうる。従って、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤは、第１キャパシタＣｓｔに保存された電圧量に依存する駆動電流量に応
じて発光することができる。
【０１０４】
　発光不許期間ｔ１３ｃ～ｔ１４ｃにおいて、第１制御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｖｈは
、発光許容期間ｔ１２～ｔ１３ｃ、ｔ１４ｃ～ｔ１５ｃに比べて上昇したものでありうる
。従って、第１ノードＮ１の電圧が容量結合によって上昇し、第１トランジスタＴ１はタ
ーンオフされうる。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤは第１キャパシタＣｓｔに保存
された電圧量に関わらず発光しないのでありうる。
【０１０５】
　図１２の実施例によると、第１制御電圧ＣＡは、少なくとも３つの電圧レベルＣＡｌ、
ＣＡｈ、ＣＡｖｈを有することができる。第１初期化段階においては、第１発光許可段階
及び第２発光許容段階の第１制御電圧ＣＡの電圧レベルＣＡｈより小さい電圧レベルＣＡ
ｌを有する第１制御電圧ＣＡを、第１制御線ＣＡＬに印加することができる。
【０１０６】
　図１２の実施例によると、図９の実施例とは異なり、それぞれの映像フレームは発光不
許期間ｔ１３ｃ～ｔ１４ｃを含むため、図９の実施例に比べて有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄが発光する期間が、より短くなる。
【０１０７】
　従って、図１０の実施例において既に説明したように、図１２の駆動方法によると、同
じ階調に対して、より大きい駆動電流量が流れるようにすることができる。従って、図１
２の駆動方法において、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャパシタンスＣｏｌは、図９の
駆動方法に比べてより速く充電できるため、発光遅延などの表示不良の発生率が減少しう
る。
【０１０８】
　図３～１２を参照すると、それぞれの映像フレームは、第１初期化期間、補償期間、デ
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ータ書き込み期間、第２初期化期間、発光許容期間を順に含んでもよい。また、上述の一
実施形態による駆動方法の表現によると、各映像フレームで、データ電圧書き込み段階、
第１発光許可段階、発光不許段階、及び第２発光許容段階が順に行われてもよい。
【０１０９】
　以上、参照した図面と記載された発明の詳細な説明は、単に本発明の例示的なもので、
本発明を説明するための目的で使用されたものに過ぎず、意味限定や特許請求の範囲に記
載された本発明の範囲を制限するために使用されたものではない。従って、本技術分野の
通常の知識を有する者であれば、そこから様々な変形及び均等な他の実施例が可能である
というが理解できるだろう。従って、本発明の本当の技術的保護範囲は、添付の特許請求
の範囲の技術的思想によって定まるべきである。
【０１１０】
　好ましい一実施形態では、下記のとおりである。
【０１１１】
　有機発光表示装置において、高精細化（解像度の向上）が進むにつれて、各有機発光ダ
イオードに供給される駆動電流のレベルが小さくなっている。このことは、低い階調値の
表示を行う場合に、特に顕著である。
【０１１２】
　一方、各有機発光ダイオードは、画素電極と、共通電極（対向電極）とによりキャパシ
タをなしており、駆動電流が加えられ始めてから、最小限の充電が行なわれた時点で、発
光が開始される。そのため、駆動電流のレベルが小さくなると、場合によっては、発光開
始の遅延が問題になりうる。
【０１１３】
　他方、一般に、有機発光表示装置は、高速応答性が、液晶ディスプレイに比べた場合の
利点の一つであり、「高い動画応答性能を持つため、動きの速いアクション映画やスポー
ツなどでも、残像の少ない映像を再現」するとされている。また、自発光方式であるため
に漆黒を表現しやすいのであり、各基本色のガンマ曲線を適切にチューニングする場合、
低輝度領域も含めて、原信号（入力される各基本色の階調信号）に忠実に、色を再現でき
るとされている。
【０１１４】
　なお、電圧制御方式である液晶ディスプレイでは、動画がぼやけるといった問題に対処
すべく、データパルスの工夫や最適化が行なわれている。すなわち、電圧パルスの最初の
部分に補償パルスを追加する「輝度補償型オーバドライブ駆動」や、映像フレームの間に
黒色の期間を導入する「擬似インパルス化」といった方式が行なわれている。ところが、
有機発光表示装置では、全く異なる解決方式が必要である。
【０１１５】
　本願の実施形態では、各画素に備えられる画素回路について、下記Ａ１～Ａ３（図２）
とすることにより、効率的なリセット及び書き込みと、データ電圧に応じた発光量の制御
とを実現可能にしつつ、下記Ｂのとおりに、各画素に対する駆動入力を行なう。下記Ｂの
実現のために、具体的には、下記Ｂ１～Ｂ３のいずれかとすることができる。
【０１１６】
　Ａ１　駆動電源線（「第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬ」）から、各画素の有機発光素子の
画素電極への駆動電流の入力を直接オンオフ可能な駆動トランジスタＴ１は、ゲート電極
が、第１キャパシタＣｓｔを介して、第１制御線ＣＡＬに接続されている。
【０１１７】
　Ａ１-１　これにより、駆動トランジスタＴ１のゲート電極から、第１キャパシタＣｓ
ｔまでの間に蓄積された電荷、及び、第１制御線ＣＡＬに印加する第１制御電圧ＣＡに応
じて、駆動トランジスタＴ１が駆動される（図８、発光期間）。
【０１１８】
　Ａ２　駆動トランジスタＴ１のゲート電極と、第１キャパシタＣｓｔとの間の配線部分
（第１ノードＮ１）は、駆動トランジスタＴ１の入出力端子と、有機発光素子の画素電極
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との間の配線部分（第２ノードＮ２）に、第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ
３の直列接続を介して、接続されている。第２トランジスタＴ２のゲート電極は、走査線
ＳＬｉに接続され、第３トランジスタＴ３のゲート電極は、第２制御線ＣＢＬに接続され
ている。
【０１１９】
　Ａ２-１　第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ３を共にオン状態とすること
により、駆動トランジスタＴ１のゲート電極と、入出力電極とをダイオード接続させるこ
とで、「第１ノードＮ１」に、駆動電源線（「第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬ」）から電圧
を印加することができる（図５、「補償期間」）。
【０１２０】
　Ａ２-２　詳しくは、第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１について、駆動電源線のハイレベル
（ＥＬＶＤＤｈ）の電圧に、駆動トランジスタＴ１のしきい値電圧Ｖｔｈを足した値とす
ることができる。
　　　　ＶＮ１＝ＥＬＶＤＤｈ＋Ｖｔｈ
【０１２１】
　Ａ２-３　図５の補償期間、及び図６のデータ書き込み期間には、第１制御線ＣＡＬか
ら第１キャパシタＣｓｔへと、ハイレベルの制御電圧ＣＡｈが加えられるようする。これ
により、安定した書き込みが行なわれるようにする。
【０１２２】
　Ａ３　第２トランジスタＴ２と第３トランジスタＴ３との間の配線部分（第３ノードＮ
３）は、第２キャパシタＣｐｒを介して、データ線ＤＬｊに接続されている。
【０１２３】
　Ａ３－１　これにより、図５の「補償期間」にて、第２キャパシタＣｐｒまでにわたっ
て、上記の第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１（ＥＬＶＤＤｈ＋Ｖｔｈ）が保持されるようにす
ることができる。
【０１２４】
　Ａ３－２　また、第１制御線ＣＡＬ及び第２制御線ＣＢＬを通じて、第１トランジスタ
Ｔ１及び第３トランジスタＴ３をオフ状態にした後、データ線ＤＬｊからの電圧ＤＤを、
第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１及び第３ノードＮ３を含む部分に書き込むことができる（図
６、書き込み期間）。
【０１２５】
　Ａ３－３　この書き込みの結果、第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１は、下記のとおりとなる
。ここで、「ａ」は、第１キャパシタＣｓｔと第２キャパシタＣｐｒとの間の容量比（数
式２）であり、ＤＤは、データ駆動部より印加されるデータ電圧Ｄｉｊから、基準電圧Ｖ
susを引いた値（数式１）である。
　　　　ＶＮ１＝ＥＬＶＤＤｈ＋Ｖｔｈ＋ａ×ＤＤ　　　（数式３）
【０１２６】
　Ａ３－４　図５の「補償期間」より前に、第２トランジスタＴ２のみオフにし、第２ノ
ードＮ２及び第３ノードＮ３について、駆動電源線のローレベル（ＥＬＶＤＤｌ）の電圧
にする（図４、第１初期化期間）ことができる。この際には、第１制御線ＣＡＬから第１
キャパシタＣｓｔへと、ローレベルの制御電圧ＣＡｌが加えられるようすることで、駆動
トランジスタＴ１をオン状態にしておく。
【０１２７】
　Ａ３－５　図６のデータ書き込みの後、発光期間より前に、有機発光素子の画素電極を
、駆動電源線のハイレベル（ＥＬＶＤＤｈ）の電圧としておく（図７、第２初期化期間）
。この際も、第１初期化期間と同様にして、駆動トランジスタＴ１をオン状態にしておく
。
【０１２８】
　Ｂ　データ書き込みの後の「発光期間」中に、発光不許期間を挿入する。そして、画素
ごとに、各映像フレーム中、積算の駆動電流量（accumulated or integrated driving cu
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【０１２９】
　　　発光不許期間を実現するためには、下記Ｂ１～Ｂ３のいずれかとする。
【０１３０】
　Ｂ１　駆動電源線（「第１電源電圧線ＥＬＶＤＤＬ」）からの電圧を、ローレベルにす
る（図１０）。
【０１３１】
　Ｂ２　発光表示素子の共通電極（対向電極）に印加される電圧（第２電源電圧ＥＬＶＳ
Ｓ）をハイレベルにする（図１１）。
【０１３２】
　Ｂ３　第１制御線ＣＡＬに、発光許可期間での制御電圧ＣＡｈよりも高いレベルの制御
電圧ＣＡｖｈを加えることにより、駆動トランジスタＴ１をオフ状態にする（図１２）。
【符号の説明】
【０１３３】
１０　表示装置
１１　タイミング制御部
１２　データ駆動部
１３　走査駆動部
１４　画素部
１５　共通電圧生成部

【図１】 【図２】
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【図１２】
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